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 ［特別企画］

最新人工知能は医療に何をもたらすのか

リニューアルを果たした福岡市立こども病院は、病院情報システムを更新して最先端の小児医療を展開しており、
地域に留まらず世界をも視野に入れた医療貢献を目指す（詳しくはグラビア頁）。
新病院を背に原 寿郎院長㊨と郭 義胤腎疾患科科長㊥、三輪富士代看護部部長

HIS─それ程凄いか、クラウド&仮想化
急速に普及するクラウド、仮想化技術を導入した病院情報システム。安全性、安定性、利便性等に優れるというが、導入施設にその実際を聞いた

機器、情報システム、設備 ─ 明日の病院インフラを考える

 ［データ］

病院情報システム（HIS）導入施設名簿［Part1］

MRI設置施設名簿［Part2］
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福岡県

福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院

院
長原 

寿
郎
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

―
―
新
築
移
転
し
た
病
院
の
概
要
と
診
療
の
特

色
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
４
年
11
月
に
新
築
移
転
を
果
た
し
た

当
院
は
、
西
日
本
で
唯
一
の
小
児
・
周
産
期
の

高
度
専
門
病
院
で
す
。
新
病
院
で
は
診
療
科
を

24
に
増
や
し
、
特
に
小
児
高
度
専
門
医
療
、
小

児
救
急
医
療
、
周
産
期
医
療
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、
小
児
領
域
に
お
け
る
先
天
性
心

疾
患
の
手
術
で
は
国
内
有
数
の
実
績
を
挙
げ
る

な
ど
、
全
国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
病
院
所
在
地
の
福

岡
市
に
留
ま
ら
ず
、
九
州
各
地
、
果
て
は
全
国

か
ら
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
度
の
入
院
実
績
で
は
福
岡
市
の
患
者
さ
ん

が
44
％
、
福
岡
県
内
が
29
％
、
九
州
全
体
で
は

21
％
、
そ
の
他
の
地
域
か
ら
が
６
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
病
院
で
は
、
旧
病
院
よ
り
も
さ
ら
に
高
度

な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
効
率
的
か
つ
包
括

的
な
医
療
体
制
の
構
築
を
進
め
て
お
り
、
中
で

も
セ
ン
タ
ー
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

―
―
セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い
て
、
詳
し
く
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

新
病
院
に
は
、
診
療
科
横
断
的
な
医
療
を
実

施
す
る
７
つ
の
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

循
環
器
セ
ン
タ
ー
で
は
、
先
天
性
心
疾
患
を

中
心
と
し
た
高
度
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

学
的
・
包
括
的
な
診
断
・
治
療
を
実
施
す
る
た
め
、

小
児
専
門
病
院
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
設
置

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
、
小
児
診
療
に
関
す
る
総
合
的
・
包

括
的
な
診
療
は
、
大
学
病
院
等
で
は
難
し
く
、

小
児
専
門
病
院
で
あ
る
当
院
な
ら
で
は
の
高
度

な
医
療
を
実
現
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

―
―
先
進
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
に
向
け
て
の
期
待
等
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
る
医
療
情
報

は
、
今
後
医
療
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ

と
に
現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
複
数
の
シ
ス
テ
ム
が

連
動
・
連
携
し
な
が
ら
稼
働
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
て
の
医
療
情
報
を
活
用
で
き
て
は
い
ま

循
環
器
科
と
心
臓
血
管
外
科
だ
け
で
な
く
新
生

児
科
や
産
科
等
と
も
連
携
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

手
術
室
で
の
手
術
を
含
む
診
療
は
、
国
内
有
数

の
実
績
を
あ
げ
て
お
り
、
全
国
か
ら
患
者
さ
ん

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
周
産
期
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
周
産
期
医
療
に
留
ま
ら
ず
、
双
胎
間
輸

血
症
候
群
に
対
す
る
医
療
や
、
胎
児
鏡
下
胎
盤

吻
合
血
管
レ
ー
ザ
ー
凝
固
術
な
ど
の
高
度
医
療

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
高
度
な

医
療
を
支
え
る
た
め
の
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
な
ど

の
集
中
治
療
施
設
や
手
術
室
等
を
管
理
す
る
た

め
、
麻
酔
科・集
中
治
療
科
を
中
心
と
し
た
手
術・

集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
で
は
、
平
成
27
年
度
に
は
川
崎
病
セ

ン
タ
ー
と
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
、
平
成
28
年
度

に
は
運
動
器
セ
ン
タ
ー
と
国
際
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

川
崎
病
は
、
感
染
症
的
な
側
面
を
持
つ
と
同

時
に
免
疫
疾
患
と
し
て
の
面
も
持
ち
ま
す
が
、

加
え
て
循
環
器
に
関
す
る
治
療
も
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
複
数
の
診
療
科
に
よ
る
横
断
的
な

医
療
を
実
施
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

川
崎
病
に
関
す
る
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
次
第

で
す
。
ま
た
、
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学

病
院
や
総
合
病
院
を
中
心
に
全
国
で
約
30
の
施

設
が
あ
り
ま
す
が
、
小
児
専
門
の
医
療
施
設
で

は
西
日
本
で
当
院
が
最
初
で
す
。
こ
こ
で
は
小

児
ケ
ア
を
行
い
つ
つ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
守
る
集
学
的
・

包
括
的
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

16
年
４
月
に
開
設
し
た
運
動
器
セ
ン
タ
ー
は
、

成
人
病
院
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
運
動
器
の
集

せ
ん
。

　

病
院
経
営
や
運
営
に
と
っ
て
、
医
療
情
報
の

活
用
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
当
院
で
も
医
療
情

報
部
門
を
充
実
さ
せ
、
情
報
を
最
大
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
、
病
院
の
目
標
の
１
つ
と
し
て
い

ま
す
。

―
―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

16
年
４
月
に
開
設
し
た
国
際
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
主
に
福
岡
市
在
住
の
外
国
籍
の
小
児

患
者
さ
ん
や
、
海
外
か
ら
旅
行
等
で
来
日
し
た

小
児
患
者
さ
ん
の
医
療
に
取
り
組
む
た
め
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
海

外
か
ら
の
研
修
受
け
入
れ
や
、
国
際
共
同
臨
床

研
究
な
ど
、
海
外
と
の
交
流
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
当
院
は
“
市
立
”
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
だ
け
で
は
な
く
日
本
、
世
界
に
通
用
す
る

小
児
医
療
を
推
進
す
る
医
療
施
設
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

極めて高度な小児医療を展開する専門病院が
システム更新で新・電子カルテに求めたものは
小児医療の特異性に応えた柔軟性と機能であった
1980 年の開院以来、小児の高度専門医療機関として、国内有数の診療実績を挙げてきた福岡市立こども病院。
同院は、2014 年11月に新築移転を果たし、最先端の医療機器や地域ニーズに応え得る施設を整備した。
診療科目数も24に増やした他、センター化を推進するなど、高度な小児医療を提供する環境を構築している。
また、電子カルテを中心とするHISを更新して、日本・世界に貢献できる病院を目指している。
新病院の診療の現況と、病院情報システム更新の経緯と運用について、
院長の原 寿郎氏、システム構築を主導した腎疾患科 科長の郭 義胤氏に話を聞いた。

2 0 1 6  J u l y

1977 年九州大学医学部卒、同年九大小児科入局。1996 年～ 2015 年ま
で九州大学大学院成長発達医学分野／医学部小児科教授、2008 年 
～ 2013 年九州大学病院副病院長。
2015 年 4 月より現職。2011 年アジア小児医学研究学会会長、2011 年～
アメリカ小児科学会名誉会員、2011 年～日本学術会議連携会員

原 寿郎（はら・としろう）氏

福岡市立こども病院
地方独立行政法人 福岡市立病院機構

2014 年 11 月に新築移転した福岡市立こども病院。
3 万 5000 ㎡という旧病院の 2 倍の敷地面積に地上
6 階建、239 床のヘリポートも有する最新式病院を
建設。より高度で先進的な小児医療を展開している
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――病院の沿革と新病院移転の経緯につ
いてお聞かせください。
　当院は、1976 年の「福岡市の医療事情、
市民の医療需要を考慮し、小児医療部門
と感染症部門をもつ高度専門的な診療を
行う新病院を建設する」という福岡市病
院事業運営審議会答申に沿って、1980
年 9 月に福岡市立こども病院・感染症セ
ンターとして開院しました。
　開院以来、小児の高度専門医療機関と
して全国的に高く評価され、福岡市だけ
でなく九州全域、そして全国から広く患者
を受け入れています。しかし、福岡市は人
口が150 万人を超え、今や神戸市や京都
市を抜いて政令指定都市として5 番目に
人口の多い都市となりました。子供の出

生数も今後増加していくことが見込まれて
おり、旧施設の老朽化・狭隘化から高度
専門医療に迅速に対応することが困難で
あることから、2014 年11月に現在の地
に新築移転しました。
　新病院は明るく開放的で、病床数を
190床から239床に増床しています。また、
自宅から遠方の病院に入院している小児
患者と、その付き添いの家族が利用でき
る滞在施設「ふくおかハウス」を併設して
おり、より先進的で高度な小児医療を展
開しています。
――病院経営の現状はいかがでしょうか。
　小児医療は経営的には厳しいですが、
2010 年に当院と福岡市民病院の 2 施設
で独立行政法人化を図り、なんとか赤字
を出さない病院経営を続けています。
　新病院では、院長、副院長、診療統

括部長、看護部 部長と事務部 部長の私
による執行部会議によって、今後の方針
を決定していますが、限られた医療資源を
どのように有効活用するか、試行錯誤を
続ける毎日です。
――医療 ITへの期待についてお聞かせく
ださい。
　新しく導入した電子カルテは東芝メディ
カルシステムズ製の「HAPPY ACTIS」で
すが、小児医療における実績を持つ同社
のシステムには大いに期待しています。
　電子カルテ等、医療 ITから得られる診
療データを私たちがどのように加工し分析
するかで、病院の事務職の能力が問われ
る時代になってきています。そこで、当院
でも医療情報技師や診療情報管理士ら
による医療情報部門を組織し、医療 ITを
有効活用していきたいと考えています。

新築移転と同時に情報管理係を新設し、情報システムと診療録管理をリンクさせて
医療情報の有効活用化を図ることを目指している事務部 部長の池添誠司氏に、
病院移転の経緯と医療 IT への期待について聞いた。

I n t e r v i e w

福岡市立こども病院
事務部 部長

池添誠司氏に聞く
いけぞえ　せいじ

▼
福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院

専
門
的
か
つ
高
度
な
小
児
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
て
医
療
の
質
の
向
上
を
図
る

1986 年九州大学医学部卒。同大学医学部附属
病院、鹿児島市立病院小児科等を経て、2004
年より福岡市立こども病院・感染症センター 腎疾
患科 科長、現在に至る

郭 義胤（かく・よしつぐ）氏

　

福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院
で
は
２
０
０
７
年
よ

り
電
子
カ
ル
テ
を
中
心
と
す
る
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
を
運
用
し
て
き
た
。
２
０
１
４
年
の
新
築

移
転
に
際
し
て
は
、
旧
病
院
の
シ
ス
テ
ム
を
刷

新
し
、
新
病
院
で
実
施
す
る
高
度
な
小
児
医
療

　

福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院
は
、
２
０
１
４
年
11

月
の
新
病
院
移
転
を
機
に
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

の
刷
新
を
図
り
、
電
子
カ
ル
テ
を
「H

A
PPY 

AC
TIS

（
ハ
ッ
ピ
ー 

ア
ク
テ
ィ
ス

：

東
芝
メ
デ
ィ

カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
）」
に
更
新
し
た
。

　

同
シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
緯
と
運
用
の
現
況
に

つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
構
築
の
中
心
人
物
の
１
人
で

あ
る
腎
疾
患
科 

科
長
の
郭 

義
胤
氏
ら
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。

福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院

腎
疾
患
科 

科
長

郭 

義
胤
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

に
相
応
し
い
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
っ
た
。

　

複
数
の
病
院
で
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
／
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を

持
ち
、
同
院
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ

い
て
も
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
腎
疾
患
科 

科
長
の
郭 

義
胤
氏
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
更

新
に
求
め
た
要
件
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

「
新
病
院
に
お
け
る
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
に

あ
た
り
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
が
集
中

治
療
室
等
に
設
置
す
る
重
症
系
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
で
し
た
。
従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
そ
れ
が

困
難
で
紙
ベ
ー
ス
で
運
用
し
て
い
た
た
め
、
非

常
に
不
便
で
あ
る
と
同
時
に
安
全
性
に
関
し
て

も
不
安
で
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
移
転
を
機

に
そ
れ
を
解
消
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

数
社
の
ベ
ン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
ま
し

た
が
、
当
院
か
ら
の
要
求
仕
様
に
対
す
る
対
応

や
、
稼
働
後
の
シ
ス
テ
ム
改
善
へ
の
回
答
に
つ
い

て
、
最
も
高
く
評
価
し
た
の
が
東
芝
メ
デ
ィ
カ

ル
シ
ス
テ
ム
ズ
で
し
た
」

　

選
定
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
将
来
性
と
と
も
に
、

ベ
ン
ダ
の
豊
富
な
実
績
に
対
し
て
も
重
き
を
置

い
た
と
郭
氏
は
話
す
。

「
同
社
は
、
神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
小
児
専
門
病
院
へ
の
実
績
が
豊
富
で
あ
っ

た
こ
と
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
ね
。
こ
れ

ら
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
結
果
、
東
芝
メ
デ
ィ

カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
電
子
カ
ル
テ
『H

A
PPY

 

A
CT

IS

』
を
新
シ
ス
テ
ム
と
し
て

選
定
し
ま
し
た
」

　

ベ
ン
ダ
の
変
更
を
伴
う
病
院
情

報
シ
ス
テ
ム
更
新
に
つ
い
て
、
郭

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
て
ベ
ン
ダ

を
変
更
す
る
こ
と
に
病
院
ス
タ
ッ

フ
か
ら
の
拒
否
反
応
は
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、

旧
シ
ス
テ
ム
の
見
読
性
を
保
証
す
る
こ
と
と
、

電
子
カ
ル
テ
そ
の
も
の
の
機
能
性
の
向
上
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
こ
と
で
納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

予
算
の
関
係
で
旧
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
デ
ー
タ

の
完
全
な
移
行
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
診

療
記
録
等
に
関
し
て
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ベ
ー
ス
で
電
子

カ
ル
テ
端
末
か
ら
参
照
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、見
読
性
を
確
保
し
ま
し
た
。
小
児
病
院
で
は
、

患
者
さ
ん
の
病
歴
が
10
年
以
上
に
及
ぶ
こ
と
も

多
い
で
す
し
、
急
性
期
の
み
な
ら
ず
慢
性
期
を

扱
う
患
者
さ
ん
も
多
い
の
で
、
カ
ル
テ
デ
ー
タ

の
長
期
間
に
わ
た
る
見
読
性
の
確
保
は
、
今
回

の
更
新
の
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
で
し
た
ね
。
そ
の
観

点
か
ら
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
よ
る
過
去
デ
ー
タ
参
照

が
電
子
カ
ル
テ
端
末
で
可
能
で
あ
る
こ
と
で
、

診
療
上
大
き
な
不
便
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
事
前
の
準
備
を
入
念
に
実
施
で
き
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
新
シ
ス
テ
ム
に
変
わ
っ
た
こ
と

に
伴
う
操
作
性
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
不
満
の
声
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」

　
「H

A
PPY

 A
CT

IS

」
は
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ

ス
テ
ム
ズ
製
の
大
・
中
規
模
病
院
向
け
電
子
カ

ル
テ
／
オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
カ

ル
テ
記
載
情
報
（
文
書
情
報
）・
ク
リ
ニ
カ
ル
パ

ス
情
報
を
一
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
診
療
に
必

要
な
参
照
及
び
入
力
機
能
の
全
て
の
機
能
を
容

易
に
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
視
認
性

に
優
れ
る
診
療
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
持
っ
て
い

る
。
加
え
て
多
彩
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、
特

に
小
児
専
門
病
院
向
け
の
機
能
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
こ
ど
も
病
院
で
採
用
さ

れ
て
い
る
。

　

電
子
カ
ル
テ
「H

A
PPY

 A
CT

IS

」
の
有
用

性
に
つ
い
て
、
郭
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
の
操
作
性
に
つ
い
て
は
、メ
ニ
ュ
ー

階
層
が
浅
く
作
ら
れ
て
お
り
、
何
度
も
ク
リ
ッ

ク
せ
ず
と
も
使
用
者
が
得
た
い
診
療
情
報
を
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
使
い
や
す
い
で
す

ね
。
ま
た
、
小
児
科
に
特
化
し
た
機
能
が
多
い

こ
と
も
有
難
い
で
す
。
個
人
的
に
は
、
成
長
曲

線
の
表
示
機
能
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
成
長
曲
線
は
医
師
が
手
書
き
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
で
す
が
、『H

A
PPY

 A
CT

IS

』

小
児
医
療
に
特
化
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
で

多
く
の
こ
ど
も
病
院
が
導
入

電
子
カ
ル
テ
「H

A
P

P
Y

 A
C

T
IS

」

福岡市立こども病院のシステム構成図。電子カルテシステム「HAPPY ACTIS」を中心に、30 以上の各部門システムと連携、
院内にデスクトップ PC およびノートPC 約 545 台の端末を設置して、効率的な病院運営を実現している

病院内にある電子カルテシステムサーバ。4TB の容量を
持ち、約 10 年間分のデータ保存容量を確保。過去デー
タについても参照用データとしてシステムサーバ内に保存
している



（    ）12新　医　療　2016年7月号（    ）13 新　医　療　2016年7月号

福岡市立こども病院

所在地：福岡市東区香椎照葉 5 丁目 1 番 1 号
病床数：239 床
外来延患者数：70,210 人（平成 27 年度）
入院延患者数：67,482 人（平成 27 年度）
救急搬送件数：1,028 件（平成 27 年度）

　福岡市立こども病院は、その前身となる福
岡市立こども病院・感染症センターとして
1980 年西日本唯一の小児総合医療施設とし
て開院。2014 年 11月に現在の地に新築移
転を果たした。新病院では新生児集中治療室 
(NICU)、集中治療室 (PICU)、重症治療室 
(HCU) が拡充整備され、循環器、周産期、
手術・集中治療の３部門をセンター化。
2015 年に脳神経外科、皮膚科、小児歯科、
アレルギー・呼吸器科を新設して 24 診療科
となり、同年には川崎病センター、てんかん
センターを設置。2016 年には運動器疾患を
一元的に包括的に対応できる運動器センター
を設置。センター化により、関連科がより緊
密な連携を図りながら診療を行い重症疾患に
対応できる体制を構築して、大学病院、総 
合病院小児科、開業医と機能分担して地域
医療、小児救急医療、周産期医療に貢献する
とともに、質が高い安全・安心の高度先進 
専門医療を充実させている。
　また、福岡市および国内在住あるいは日本
を旅行中の外国人のこどもが 安心して受診
できる国際都市・福岡市にふさわしい国際医
療支援センターを設置し、将来の国際交流・
国際貢献ができるこども病院を目指している。

で
は
電
子
カ
ル
テ
画
面
上
に
き
れ
い
に
表
示
さ

れ
ま
す
。
外
来
な
ど
、
診
察
中
の
患
者
さ
ん
と

そ
の
ご
家
族
に
も
成
長
曲
線
の
様
子
を
見
て
も

ら
う
こ
と
で
診
療
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
思
い
の

外
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
で
す
ね
。
患
者
さ

ん
と
の
情
報
共
有
が
可
能
で
あ
る
点
も
、
電
子

カ
ル
テ
の
大
き
な
武
器
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

膨
大
な
診
療
デ
ー
タ
を
迅
速
に
処
理
す
る
こ

と
で
、
高
い
レ
ス
ポ
ン
ス
性
を
確
保
し
て
い
る
点

も
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
こ
れ
は
運
用
を
実
際
に
始
め
て
感
じ
た
の
で
す

が
、『H

A
PPY

 A
CT

IS

』
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の

「Caché

（
キ
ャ
シ
エ
）」
を
搭
載
し
て
い
る
こ
と

で
、
特
に
多
く
の
診
療
デ
ー
タ
と
紐
づ
い
て
い

る
長
期
入
院
の
患
者
さ
ん
の
診
療
デ
ー
タ
を
検

索
・
参
照
す
る
際
に
、
素
早
い
レ
ス
ポ
ン
ス
を

発
揮
し
ま
す
。
こ
ど
も
病
院
で
は
一
般
病
院
の

よ
う
な
後
方
病
院
は
少
な
く
、
患
者
さ
ん
の
入

院
期
間
は
ど
う
し
て
も
長
期
化
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
条
件
下
、
電
子
カ
ル
テ

の
検
索
・
参
照
が
素
早
く
で
き
る
点
は
、
医
師

た
ち
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
」（
郭
氏
）

　

同
院
で
は
、
２
３
９
床
の
施
設
に
対
し
、
約

５
４
５
台
の
電
子
カ
ル
テ
端
末
を
設
置
。
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
型
端
末
３
８
０
台
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
型

１
６
５
台
を
院
内
各
所
に
設
置
し
て
い
る
。
同

院
で
は
Ｐ
Ｄ
Ａ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
あ
え
て

導
入
し
な
か
っ
た
と
郭
氏
は
話
す
。

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
導
入
し
な
か
っ
た
点

も
、
今
回
の
導
入
の
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
で
す
。
当

院
で
は
、
看
護
記
録
等
の
入
力
は
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
等
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
実
施
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
ま
す
。
小
児
医
療
で
は
多
岐
に
わ

た
る
記
録
が
必
要
で
、
記
述
式
で
入
力
さ
れ
る

た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
よ
り
も
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
よ
う

に
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
す
る
方
が
、
よ
り
作
業
を

効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
な

お
、
小
児
医
療
で
は
医
師
や
看
護
師
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
間
が
電
子
カ
ル
テ

を
活
用
す
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

ス
タ
ッ
フ
に
入
力
権
限
を
与
え
、
患
者
情
報
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
故
、
入
力
に
求
め
ら
れ
る
効
率
性
が
一
層
問

わ
れ
る
の
で
す
」

　

新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
際
し
て
は
、
電
子
カ
ル

テ
と
連
動
さ
せ
た
携
帯
呼
出
端
末
を
、
診
療
を

待
つ
外
来
患
者
に
貸
与
し
て
い
る
と
い
う
。

「
小
児
専
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ん
に
は

必
ず
保
護
者
が
同
行
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
だ

け
で
患
者
数
の
２
倍
以
上
の
来
院
者
が
院
内
に

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
携
帯
呼
出

端
末
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
い
つ
呼
び
出

さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス
か
ら

解
放
し
、
患
者
さ
ん
た
ち
に
待
ち
時
間
を
有
効

に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
新
病
院
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
し
た
。

　

携
帯
呼
出
端
末
の
お
か
げ
で
、
院
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
待
て
る
よ
う

に
な
っ
た
と
患
者
さ
ん
た
ち
か
ら
も
好
評
で
す
。

加
え
て
、
携
帯
呼
出
端
末
導
入
に
よ
り
、
院
内

が
旧
病
院
に
比
べ
て
静
か
に
な
っ
た
こ
と
は
意

外
な
副
産
物
で
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
全
く

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
」（
郭
氏
）

　

看
護
部 

部
長
の
三
輪
富
士
代
氏
は
、
新
し
い

電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
で
最
も
重
要
な
機
能
は
安
全
性
の

確
保
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
然
、
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
確
認
も
行
い
ま
す
が
、
３
点
認
証
を
シ

ス
テ
ム
が
確
実
に
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

小
児
医
療
で
は
、
内
服
薬
や
乳
幼
児
に
対
す
る

ミ
ル
ク
等
も
３
点
認
証
を
行
い
ま
す
。
そ
の
点
、

新
し
い
電
子
カ
ル
テ
は
、
外
来
で
の
身
体
検
査

の
数
値
が
自
動
入
力
さ
れ
る
な
ど
、
小
児
医
療

の
機
能
が
充
実
し
て
お
り
、
た
い
へ
ん
良
い
で
す

ね
。
正
直
、
機
能
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ど

こ
か
ら
で
も
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
の
で
す
が
、
情

報
収
集
の
質
や
時
間
が
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

使
い
こ
な
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
業
務
処
理
の

迅
速
化
に
役
立
た
せ
て
お
り
、
看
護
部
全
体
で

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

小
児
医
療
に
特
化
し
て
い
る
同
院
で
は
、
看

護
記
録
に
関
す
る
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
化
等
に
き
め

細
や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
東
芝
メ
デ
ィ

カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
対
応
に
は
満
足
し
て
い
る
と

三
輪
氏
は
話
す
。

「
従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
看
護
記
録
シ
ス
テ
ム

等
の
改
善
は
半
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
し
か
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス

テ
ム
ズ
で
は
、
月
1
回
程
度
の
頻
度
で
対
応
し

て
も
ら
え
る
の
で
、
看
護
部
と
し
て
は
助
か
っ

て
い
ま
す
」

　

電
子
カ
ル
テ
「H

A
PPY

 A
CT

IS

」
は
、
稼

働
後
、
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
せ
ず
に
安
定
稼
働
し

て
い
る
こ
と
が
、
病
院
側
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ン
ダ
の
対
応
に
つ
い
て

も
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
と

郭
氏
は
話
す
。

「
当
院
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
運
営
に
つ
い
て
医
師

や
看
護
師
や
他
の
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
約
30
名
か

ら
な
る
運
営
会
議
を
月
に
１
度
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
会
議
で
、
電
子
カ
ル
テ
の
運
用
法
や

改
善
要
求
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
が
、
東

芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
担
当
者
も
会
議

に
参
加
し
、
会
議
で
挙
が
っ
た
問
題
点
に
つ
い

て
迅
速
に
対
応
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
有
難
い

で
す
ね
」

　

シ
ス
テ
ム
の
改
良
点
は
、
後
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
の
際
に
反
映
さ
れ
る
と
郭
氏
は
話
す
。

「
小
児
専
門
病
院
と
し
て
、
病
棟
で
の
３
点
認
証

と
年
齢
表
示
に
関
す
る
機
能
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

化
し
て
シ
ス
テ
ム
に
加
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
年

齢
表
示
機
能
は
、
患
者
の
一
覧
表
示
画
面
で
年

齢
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
乳
幼
児
に
関
し

て
は
１
日
単
位
で
の
表
示
も
可
能
な
の
で
と
て

も
便
利
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
化
は
、
後
に
シ
ス

テ
ム
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
際
に
シ
ス
テ
ム

の
不
具
合
に
つ
な
が
っ
た
り
、
機
能
そ
の
も
の
を

破
棄
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
が
他
ベ

ン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

『H
A

PPY
 A

CT
IS

』
で
は
、
当
院
で
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
化
し
た
機
能
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
版
に

反
映
さ
れ
、
同
電
子
カ
ル
テ
の
恒
久
的
な
機
能

と
し
て
追
加
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
シ
ス
テ

ム
的
に
堅
牢
な
点
も
同
シ
ス
テ
ム
を
選
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
う
こ
と
の
１
つ
で
す
ね
」

　

シ
ス
テ
ム
運
用
の
今
後
と
、
将
来
の
活
用
に

つ
い
て
郭
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
の
性
能
向
上
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
私
の

持
論
で
す
が
、
電
子
カ
ル
テ
は
“
病
院
の
家
電
”

で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル

テ
が
電
子
レ
ン
ジ
や
冷
蔵
庫
の
よ
う
に
使
い
や

す
く
な
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
も
非
常
に

便
利
な
ツ
ー
ル
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

当
院
の
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
重
症
系
シ

ス
テ
ム
と
の
連
携
機
能
の
向
上
や
、
ユ
ー
ザ
ー

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
改
良
等
を
今
後
東
芝
メ

デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
に
お
願
い
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
シ
ス
テ
ム
で
は
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
（
Ｄ
Ｗ
Ｈ
）
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
使
い
こ
な
せ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で

す
。
医
療
情
報
関
連
ス
タ
ッ
フ
と
ベ
ン
ダ
と
協

力
し
な
が
ら
、
も
っ
と
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
Ｄ
Ｗ
Ｈ
を
構
築
し
て
研
鑚
を
重
ね
、
そ
れ
を

使
い
こ
な
し
て
診
療
情
報
の
２
次
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」　

　

長
い
間
、
医
療
Ｉ
Ｔ
の
開
発
や
病
院
へ
の
導

入
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た
郭
氏
は
、
医
療
Ｉ
Ｔ

の
将
来
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
現
在
の
医
療
Ｉ
Ｔ
は
、
ま
だ
構
築
す
る
ベ
ン
ダ

側
の
視
点
か
ら
で
き
た
シ
ス
テ
ム
が
多
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
医
療
者

や
患
者
側
の
視
点
に
立
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
欲
し

い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
以
外
の
各
部
門
シ
ス
テ

ム
が
個
々
に
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
診

療
デ
ー
タ
も
分
断
さ
れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
を
統
一

的
に
運
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
か
ら
始
ま
っ
た
病
院
情
報

シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
、
こ
れ
ま
で
の
レ
ガ
シ
ー
が

あ
る
の
で
難
し
い
の
で
し
ょ
う
が
、
あ
く
ま
で

ユ
ー
ザ
ー
は
医
療
者
と
患
者
さ
ん
な
の
で
、
ぜ

ひ
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
な
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
根
本
を
変

え
る
の
は
相
当
難
し
い
で
し
ょ
う
が
、
医
療
Ｉ

Ｔ
の
発
展
の
余
地
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」

外来で電子カルテ端末を操作する郭 義胤氏。電子カルテ
は各種システムと連携。成長曲線の自動表示など、小児医
療に特化したさまざまな機能を豊富に搭載している点が、
病院スタッフから高く評価されているという

病棟ではデスクトップ PC、ノートPC 端末による運用でリアルタイム性を重視した看護
記録入力を実施。医師、看護師以外の職種にも広範な入力権限を与え、リアルタイ
ムでの情報共有を実現している

「看護記録や看護オーダ、標準看護計画
等、看護システムの変更には SE が常駐
していることもあり、ベンダが素早く対応し
てくれて助かります」と話す看護部 部長
の三輪富士代氏

安
全
性
と
運
用
面
に
配
慮
し
た

独
自
の
電
子
カ
ル
テ
運
用
法
を
実
施

“
病
院
の
家
電
”
と
し
て
の
操
作
性
向
上
と

Ｄ
Ｗ
Ｈ
に
よ
る
デ
ー
タ
解
析
に
期
待

小
児
専
門
病
院
で
の
電
子
カ
ル
テ
運
用

電
子
カ
ル
テ
の
機
能
性
向
上

安
定
稼
働
と
迅
速
な
ベ
ン
ダ
の
対
応
が

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
高
評
価
を
得
る

電
子
カ
ル
テ
運
用

３
点
認
証
に
よ
る
安
全
性
の
確
保
な
ど
、

小
児
医
療
に
特
化
し
た
機
能
を
活
用

看
護
部
門
で
の
電
子
カ
ル
テ
運
用


